20190929レムナント教会1部
  サタンをかわす(士師記16:6-9)
　
　イスラエルが危機に直面しているときに、神様は士師を立てられて、イスラエルを省みるようにしていらっしゃいました。その中でサムソンという人が選ばれて、ナジル人と呼ばれて、イスラエルの士師になりました。そのサムソンが神様から与えられる不思議な力をいただいて、敵だったペリシテ人を懲らしめて、倒していく功績を積み上げるようになります。そのサムソンの数々の伝説が生まれました。ときには素手で獅子をちぎって殺してしまうということもありました。また、そのペリシテ人を懲らしめるために狐を300匹捕まえて、それを全部つないで火をつけて、ペリシテ人の穀物を束ねているところ、畑に火をつけ危害を加えるということもありました。また、ある時は、ろばのあご骨をもって1千人ぐらいのペリシテ人の兵隊を倒してしまうということもありました。それ以外にも数々の伝説とも言えるようなわざを成していたわけです。

それゆえペリシテ人の軍隊は、サムソンのことをとても恐れるようになりました。「あのサムソンさえいなければ…」と思って、どうしたらサムソンを消すことができるか、倒せるかということで悩むようになったわけです。そのうちサムソンがペリシテ人の女性と付き合うことになりました。その女性の名前がデリラです。そうなるとペリシテ人は、同じ国の人なのでそのデリラを訪ね、「祖国のためには、いまサムソンが一番の厄介な問題だ。だから、サムソンを倒さないといけない。協力しなさい。それでサムソンのあの不思議な力がどこから出るのかを調べなさい。サムソンの力の源がなんなのかということを聞き出して、それを私たちに教えてください」と誘ったわけです。デリラは自分の祖国のことのためなのでそれに乗りました。それでサムソンにたぶん愛嬌たっぷりの声で聞いたと思います。「サムソン。私のことを好きなのか。ほんとうに愛しているのか。そうならあなたのその不思議な力はどこから出るのか。それを教えてちょうだい。どうすればあなたを苦しめることができるのか」と。それは、あなたを苦しめるためということではなくて、その不思議な力を褒めることなのです。そのようにサムソンにどこから力が出るのかということを聞いていました。もちろんこれはサムソンを愛しているからではなく、バックにはペリシテ人の兵隊が隠れていて、サムソンを殺すためにこのデリラを利用しているだけです。だから、デリラがどれほど愛嬌たっぷりに言っているのか分かりませんが、それは嘘なのです。
それに対してサムソンは、嘘で対応するわけです。7本の新しい弓の弦で私を縛ると私は力が全く出ないと答えて、サムソンが寝ている間にデリラがその弓の弦でサムソンを縛るわけです。それから、ペリシテ人の兵隊が隠れていたので「ペリシテ人が来たよ」と叫びます。サムソンがもし言われたとおりに力が出なければそこで身動きがとれないでしょう。しかし、サムソンはそれを一瞬で断ち切ってしまいました。嘘だったわけです。すると、デリラが次の日の夜、サムソンに今度は泣き声で聞くわけです。「なぜ嘘なんかついたのか。私のことを愛していないのか。ほんとうのことを言ってちょうだいよ」。するとサムソンは、「まだ使っていない新しい綱で私を縛ったら、たぶん私は力が出ないだろう」と答えます。それで言われた通りに、また寝ている間に新しい綱でサムソンを縛るわけです。「ペリシテ人が来たよ」。サムソンは以前と同じようになんてこともないかのように、それを全部切り落とします。ペリシテ人の作戦がことごとく失敗に終わるわけです。それでもデリラは諦めずにまた聞くわけです。「あなたはほんとうに嘘つきなのね。ほんとうのことを言ってよ」。すると、サムソンはまた適当に答えます。でも適当にではありますが、どんどん近づくわけです。「私の髪の毛を織り込んでしまうと私は力を出すことができない」。それで寝ている間に、サムソンの髪の毛を織り込んだわけです。また「ペリシテ人が来たよ」と叫ぶと、サムソンが起き上がって以前と同じように力を発揮するわけです。このようにして適当な嘘をついて、デリラを通してサムソンを倒そうとしていたペリシテ人の兵隊の作戦を、その悪巧みをことごとく失敗に終わらせることができました。今日、現場灯台としていまこの世を生きている私たちが握るべきメッセージがここには込められているわけです。
まず、第一にサタンは、イエス様を信じているイエスの信者である私たちを倒そうとしています。そのために作戦を練って攻撃を仕掛けるものだということを忘れてはいけません。サタンはイエス・キリストによって私たちを奪われた形なのです。しかし、そこで終わりではなくて、地球が終わるまでは、私たちが天に召されるまでは、サタンはイエスの信者を倒そうとして、しつこく攻撃を仕掛けてきます。ときにはデリラを利用したように、人を通して私たちイエスの信者を倒そうとします。また、ある時には環境を通して信者を騙し倒そうとするときもあるし、またイエス様を信じているのにもかかわらず、信者にもいろいろな弱点というものがあります。そのような弱点を狙って攻撃を仕掛けてくるときもあります。またある時には、信者の過去を思い出させ、過去に囚われるように過去を取り上げて、それにつまずくように攻撃を仕掛けるときもあります。また信者でもこの世を生きるものだし、まだ肉体を持っているものなので、信仰に立っていない場合には、なにかに執着するようになります。なにかの欲を立ち切ることが、なかなか難しい場合があります。それで未練たらたらの生き方をするときもあるわけです。このように欲やなにかに執着させることによって、なにかに未練がましい気持ちにさせることによって、信者を倒そうとするわけです。しかも、1回でそれが通じない場合に、もうだめなのかとあきらめるのではなくて、何回も何回もしつこく攻撃を仕掛けてくるのです。
いままで申し上げましたいろいろなサタンが使う道具というものがありますが、それはあくまでも道具であって、目的は隠しているのです。目的はイエスの信者を倒そうとすることです。信者としてしっかりと勝利の歩みができないように、信者のアイデンティティも忘れて、信者の祝福も忘れて、信者がどの道を歩むべきなのかなどもさっぱり分からなくさせ、こんがらがるようにすることなのです。落胆してだめだ、だめだとしてしまうことが目的なのです。また、別の言葉で言いますと、キリストを見放すように、キリストから離れるように、キリストを逃してしまうようにすることが目的なのですが、そういう話はしません。人を通して、環境を通して、弱さをとして、また過去を取り上げて。これがサタンの策略です。サタンが信者を倒そうとして、このように攻撃を休まずに緩めずに仕掛けています。このことを忘れてはいけません。

このようなサタンの攻撃、サタンのしわざにどのように対応すればいいのでしょうか。それがサムソンの対応を通して教えられることです。多くの信者の方々が勘違いする場合がありますが、このようなサタンの攻撃は、うまくかわすことで勝利するわけです。サタンの攻撃は最初から嘘ばかりなので、それを分かって上手にかわすことによって信者は必ず勝利するようになります。昔、一発屋と終わってしまったギャグがあります。「右から入ってきたものを左に流す」というものがありましたね。文化的なセンスが求められる時代です。「右からなんとかを左に流す～」。そういうことなのです。あまり真面目に、本気になって取り組むようなことではありません。サタンの攻撃を上手にかわすために、まず私たちが知っておかないといけないことが何かというと、サタンがなぜ信者を、イエスの信者を、それほどしつこく攻撃するのかということなのです。それはイエスの信者、イエスの血が流れているクリスチャンのことをサタンがとても怖がり恐れているからです。サタンが地球上、怖がるものは信者以外には何もありません。キリストであり、その悪魔のしわざを打ち壊して勝利なさったキリストが内側に永遠にともにおられる、内側に宿っているイエスの信者をサタンは怖くて、怖くてしょうがないわけです。そのまま放っておいては自分が駄目になるので、その信者をどうしても騙して倒そうとするしかないわけです。信者を現場灯台とおっしゃっているし、世の光とおっしゃっているわけです。暗やみの支配者である悪魔が支配しているこの世に対して光を放つ者なので、暗やみの支配者であるサタンは、信者を怖がるしかないわけです。Ⅰペテロ2：9では、キリストにつけるのと同じ言葉、王である祭司と言っています。なぜなら、そのキリストの権威を譲り受けているものだからです。後で申し上げますが、イエスの名によって悪霊を追い出して、蛇をもつかみということは、地球上、イエスの信者の他にはありません。何も恐れないようにしましょう。だから、サタンの攻撃があるときには、すぐに考えてください。「僕のことをとても怖がっているのだね」「私のことをとても恐れているからこういうことを仕掛けているのだね」と思うことによって、かわすことができるようになります。ぜひ覚えていてください。この「かわす」という言葉の意味は分かっていたのですが、漢字がよく分かりませんでした。週報に送った時に、光一くんが「漢字が間違っていますよ」と教えてくれたのでひらがなにしました。本物はとても難しい漢字でした。（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かわ),躱)す）日本人の方々はよくご存知ですよね。うまくかわす。
そして、うまくかわすというのはどういう意味なのかと言いますと、どうせ最初からサタンの策略というものは偽りで嘘ばかりなのです。先程も申し上げましたように、デリラのお話はデリラのお話ではありません。表向きのフレーズをそのままマジに受けてはいけません。その裏にペリシテ人が構えているわけです。そこで愛嬌たっぷりの甘い言葉、いろいろなフレーズを使うわけです。うまくかわすということは、すべてが嘘なので、サムソンのようにこっちも適当に嘘で対応するということです。嘘で対応するというのはどういうことなのかというと、サタンの攻撃そのものを嘘扱いすることです。それが人を通してでも、環境を通してでも、自分の弱点を取り上げてでも、あるいは私たちの過ちや失敗を通して攻撃を仕掛けてくる場合もありますが、どんな内容であろうがそのすべてが嘘だと最初から断定して、サタンのすべての攻撃を嘘扱いすること、それがかわすことです。サムソンは嘘扱いしていたので、嘘で対応しました。サタンの攻撃を嘘扱いすることなので、まめに相手にしないこと、それに勝負をかけないことです。もう勝負は決まっていることなので、そこで負ける、勝つなどの真剣勝負などにかけないように、出ないようにすることです。サタンの攻撃を相手にしないこと、サタンの挑発に乗らないこと、これをかわすと言います。例えば、サウルの攻撃があった時に、ダビデはサウルがどうのこうのと相手にしないで、「主は私の牧場の羊飼いであり、私には乏しいことはありません」と告白します。パウロは刑務所に入れられました。それもサタンの攻撃です。いつ刑務所から出るのか、なんで刑務所なのかということは相手にせずに、刑務所の中でキリストの父なる神がほめたたえられますようにと、天にある霊的すべての祝福をいただいている主の御名をほめたたえます。かわすという意味がわかりますか。これがサタンの偽りの攻撃に対しての信者の姿勢です。かわす。たぶん、こういうことではないでしょうか。サタンがあらゆる方面から私たちをキリストから切り離そうとし、その信仰を潰そうとして、落胆して倒そうという目的を持って仕掛けて来た時に、「あ、そう。はい、はい。どうぞ。それがどうした」とかわす。これがかわすということです。一緒にやってみましょうか。「あ、そう。はい、はい。どうぞ。それがどうした」。相手にしないように。挑発に乗らないように。嘘なのです。このようにしてサタンの攻撃をサムソンのようにかわしましょう。来週、サムソンが結局は失敗してしまいますが、それはそれでまた。今日はサムソンがうまくかわしました。サタンの攻撃、デリラの愛嬌たっぷりの鼻声に対してあざ笑って聞き流すということです。それがかわすということです。
皆さん、自分のことを振り返って考えてみてください。いろいろな攻撃があったときに、顔が赤くなってあまりにも真剣にそこに取り組んで、一晩中寝られないままとしていませんでしたか。それでそれを祈りに持ってくるのですが、そういう姿勢のまま「どうしたらいいでしょうか」とかの祈りだったのではないでしょうか。もちろんそれも祈りの一つだと思います。しかし、大切なのはうまくかわすことなのです。相手にしないように。たとえ死の影の谷を歩くような攻撃があったとしても、相手にしないように、サタンの偽りに乗らないように。これこそがクリスチャンの余裕です。この余裕こそがクリスチャンの霊的勝利の源です。この余裕がどこから生まれて、どこから与えられるのでしょうか。サムソンは失敗するまでは、髪の毛の秘密、力の源の秘密を明かすことはありませんでした。つまり、キリストを絶対譲ることがなかったわけです。サタンのどのような攻撃があるにしても、私たちはそれを相手にしないで、まるでイエス様が「それはあなたがたは知らなくてもいいよ」とおっしゃったように、その代わりに普段からいつもキリストを固く握ることです。キリストの中に深く、深く入っていくことです。そこからこのような余裕が生まれます。キリストを固く握るというのは、キリストを絶対に譲ってはいけませんということなのです。
なにを譲らないのでしょうか。キリストは創世記3：15の預言、女の子孫、その方です。蛇の頭を踏み砕いて勝利なさるまことの王様です。これを譲ってはいけません。そして、そのことを成就されて、Ⅰヨハネ3：8「神の子が現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです」。すべてを完了しました。悪魔などはへっちゃらになるしかない勝利のキリストなのです。これを譲ってはいけません。環境が変わっても、危険な状況になったとしても、たとえ皆さんが過ちを犯したとしても、その過ちによって皆さんの運命が変わるわけではありません。キリストを忘れてはいけません。キリストはすべての問題が終わりなのです。キリストはすべてが祝福なのです。キリストは永遠なる答えなのです。これを譲らないこと、それをキリストを固く握るというわけです。状況がどう変わろうが、キリストオンリー、キリストで十分、そして、キリストはいまも働いていらっしゃいます。キリスト永遠、これを固く握ること、これこそが勝利の源です。そこからほんとうの意味で余裕が生まれます。世の中の法則や世の中の人が見るときには理解できない余裕なのです。刑務所の中では、皆のテーマは刑務所をいつ出るかということになるしかないでしょう。植民地がどうなりますか。それが当たり前なのです。その次元をはるかに超えて、刑務所そのものがパウロの信仰に閉じ込められるようになるしかない余裕、天にある霊的すべての祝福をいただいている者なのです。死の影の谷を歩いていても、それがダビデを食い尽くすことができません。ダビデの信仰、ダビデのキリストへの信仰告白が死の影の危険に食いつくわけです。主は私の牧場の羊飼いです。いままでの世の中にある理屈による計算、それは必ず失敗なのです。その計算をはるかに超える次元の余裕なのです。
サムソンが最初、髪の毛の秘密を最後の最後まで明かさずに嘘で適当にかわしたかのような余裕のあるクリスチャンとして、悪魔のしわざ、攻撃が笑い話のようになるようにしましょう。昔、柳先生がこういうたとえ話を申し上げました。韓国では小学校の時に、女の子がゴム紐で遊ぶことがあります。両側で引っ張って、そこを飛び上がったりします。それで男の子はいたずらをします。カッターナイフでそのゴム紐を切るわけです。そうすると、皆泣いたり騒いだりします。それが面白くてまたやるのです。でも、ある女の子は切られても平気なのです。また結んでやります。切られたらまた結んでやる。すると、つまらなくなって、いたずらをやめてしまったそうです。それがかわすということです。悪魔の攻撃にあまりにも泣いたり、あまりにも真剣になったり、あまりにもそれに囚われて取り組んだりせずに、適当にうまくかわせば結構です。しかし、それは霊的余裕から生まれるものなのですが、その余裕はキリストオンリーなのです。だから、問題をどうにかああだ、こうだと考えたり、文句を言ったりせずに、キリストの中に深く入っていくクリスチャンであってほしいと思います。
私は未熟なものでありますが、朝目覚めたらすぐにこのように告白します。横になっているまま、目をつぶったまま、「イエスはキリスト、イエスは私の永遠のいのち、イエスは万軍の主、イエスは教会のかしら、だから、私は神の子ども、私は幸せな者、私は伝道者に間違いありません」。譲ることはできません。譲ってはいけません。譲るつもりなどはありません。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。キリストの血潮によって買い取られた尊い神の子供である、いのちある兄弟姉妹を教会に集めてくださり、ともに礼拝を捧げ、神様のメッセージをいただきありがとうございます。兄弟姉妹ひとりひとりがあまりにも怖い存在なので、サタンがあらゆる方面から倒そうとして攻撃を仕掛けることは間違いありませんが、サムソンのようにキリストを握って霊的な余裕をもって適当に嘲笑い、かわすことができる信者になるようにひとりひとりを祝福してください。サタンがギブアップするように、ひとりひとりを祝福してください。それで現場灯台としての真価を発揮していけるように祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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